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石
川
の
巨
樹
　
金
沢
市
の
緑
に
つ
い
て
考
え
る

沢
城
公
園
や
兼
六
園
、
本
多
の
森
な
ど
の

緑
地

（兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
）
が
、
緑

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

３
　
ま
ち
づ
く
り
と
緑

次
に
、
加
賀
落
祖
前
田
利
家
が
、
１
５

８
３

（天
正
――
）
年
４
月
に
金
沢
城
に
入

城
し
、
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま

っ

て
以
来
四
百
年
、
金
沢
で
大
き
な
災
害
や

戦
禍
に
ま
み
え
な
か

っ
た
為
、
明
治
や
大

正
期
の
都
市
構
造

（街
路
、
用
水
な
ど
）

が
今
も
良
好
な
状
態
で
残
り
、
独
特
の
ま

ち
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

特
に
金
沢
の
用
水
に
つ
い
て
は
、
市
内

に
５５
本
、
延
長
１
５
０
ｋｍ
も
の
用
水
が
◆

も
流
れ
て
お
り
、
農
業
を
は
じ
め
防
火
や

消
雪
、
水
と
緑
の
快
適
な
市
民
生
活
に
大

い
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

半
画
、
高
度
経
済
成
長
な
ど
都
市
化
の

推
進
に
よ
り
全
国
的
に
緑
が
失
わ
れ
、
画

一
的
な
ま
ち
が
存
在
す
る
中
、
い
か
に
し

て
金
沢
市
の
個
性
を
保

っ
た
か
に
つ
い
て
、

最
後
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
兼
六
園
や
金
沢
城
な
ど
の
歴

史
遺
産
が
多
い
旧
市
街
地
は
、

「保
全
を

旨
と
す
る
」
こ
と
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
従

っ
て
や

む
を
得
す
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ

（仙
石
町
通
り
、
広
阪
通
り
、
本
多

町
通
り
等
）
に
あ

っ
て
は
、
で
き
る
限
り

開
発
を
少
な
く
Ｕ
、
残
る
周
辺
の
部
分
は

極
力
残
し
保
全
し
て
き
た
こ
と
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち

「石
川
県
巨
樹

の
会
」
の
渚
動
理
念
と
も
相
通
じ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
老
樹

・
巨
樹
を
守
る
こ
と

は
、
地
域
の
景
観
を
守
る
こ
と
と
同
義
と

考
え
、
引
き
続
き
、
同
会
の
渚
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（石
川
県
巨
樹
の
会
　
上
田
　
哲
男
）

―
　
森
の
都
金
沢

都
市
の
雅
称
と
し
て
、

「も
り
の
都
」

が
あ
り
、
仙
台
市
や
熊
本
市
、
そ
し
て
金

沢
市
の
三
都
市
が
有
名
で
す
。

仙
台
市
は
、
１
９
７
０

（昭
和
４５
）
年

に
制
定
さ
れ
ま
し
た

「公
害
市
民
憲
章
」

に
、

「社
の
都
」
と
明
記
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
熊
本
市

で
は
、
１
９
フ
２

（昭

和
４７
）
年
に

「森
の
都
」
都
市
宣
言
で
、

『わ
が
熊
本
市
を

「森
の
都
」
と
す
る
こ

と
を
宣
言
す
る
』
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
金
沢
市

で
は
、
１
９
フ
４

（昭

和
４９
）
年
に
市
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た

「緑
の
都
市
宣
言
」
の
中
で
、

「誇
り
高

き

ク森
の
都
金
沢

クを
永
遠
の
緑
の
ま
ち

に
す
る
」
と
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

い
す
れ
も
、
戦
下
町
で
歴
史
あ
る
ま
ち

で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
都

市
の
地
形
や
気
象
、
災
禍
、
市
民
気
質
な

ど
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
ま
ち
と

し
て
発
展
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

２
　
河
岸
段
丘
が
も
た
ら
す
緑

そ
こ
で
、
金
沢
市
の
緑
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
す
、
写
真
が
示
す
と
お
り
金
沢
の
地

形
は
、
犀
川
と
浅
野
川
の
２
本
の
河
川
が

流
れ
、
そ
の
間
に
小
立
野
台
地
が
あ
り
、

先
端
に
は
金
沢
城
公
囲
が
、
浅
野
川
の
北

側
に
は
卵
辰
山
丘
陵
が
、
犀
川
の
南
に
は

寺
町
台
地
や
野
田
山
丘
陵
が
存
在
し
ま
す
。

い
す
れ
も
２
本
の
河
川
が
、
平
野

全
扇

状
地
）
や
台
地

（河
岸
段
丘
）
、
そ
し
て

斜
面

（段
丘
崖
）
が
出
来
る
等
、
変
化
の

多
い
地
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
こ
と
は
、
台
地

か
ら
つ
な
が
る
斜
面
の
緑
で
す
。

ま
ち
の
中
心
部
ま
で
伸
び
た
斜
面
は
、

建
築
が
規
制
さ
れ
斜
面
の
保
全
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
立
体
的
な
緑
が
視

野
に
入
っ
て
き
ま
す
。
市
の
中
心
部
に
金

写真中央の緑は兼六園周辺文化の森

長町を流れる大野庄用水とエノキ

キノヽヽ
ヽモの中一沢金

日の通多本


